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日本語

このたびは、当社の窓拭きロボットをお買い上げ頂きまして誠にありがとうございます。本製品を

より効果的にご利用いただくために、ご使用前に本取扱説明書をよくお読みください。

本取扱説明書に記載されている安全対策を取ることにより、死亡、けが、感電のリスクを抑えるこ

とができます。今後も参照できるように、本書を購入証明書と製品の包装とともに安全な場所に保

管してください。必要がある場合には、本取扱説明書を本製品の次の利用者へお渡しください。機

器をご使用の際には、基本的な安全対策と事故防止対策を必ず行ってください。これらの要件に従

わないことに起因する本製品の故障または生じた損害に関して、当社は一切の責任を負いません。

安全にご利用いただくために

機器を使用する時は、必ず基本的な安全対策を行ってください。

安全ケーブルが破損していないか、頑丈な物体にしっかり固定されているかよく確認してくだ

さい。

高い所で使用する時は、あらかじめ地面に安全標識を設置してください。

本製品に水をかけないでください。また、ひび割れのあるガラスに本製品を使用しないでく

ださい。

本製品の表面を手入れする時は、作動中の機器による事故を防止するため、まず電源を切ってく

ださい。

手または身体の他の部分が本製品の回転部と開口部に触れないようにしてください。

本取扱説明書の説明に従い本製品を使用してください。ご不明な点がございましたらカスタマー

サービスセンターまで直接お問合せください。事故につながる恐れがあるため、本製品を無断で

修理しないでください。

本製品をご家庭以外で使用しないでください。

サードパーティー制の充電器を使用したり、フレーム、バッテリー、充電器を無断で取り外した

りしないでください。

本製品に破損やひび割れが生じた時はすぐに使用を中止し、カスタマーサービスにご連絡くだ

さい。

充電器は熱源から離れた場所に保管してください。

本製品を輸送する場合は、元のパッケージを使用し、製品の電源を切ることをお勧めします。

本製品を長時間使用しない時は、フル充電にして電源を切り、涼しく乾燥した場所に保管してく

ださい。本製品は、長期間の保管による電池の消耗を防ぐため、少なくとも3ヶ月に一度充電す

る必要があります。
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部品リスト

水タンクカバー

ON/OFF/一時停止ボタン
3 秒間押し続ける：スイッチON/OFF

8秒間長押： Bluetoothリセット

(Bluetooth接続のページを参照)

短く押す：スタート/続ける/一時停止

状態表示ランプ

ブザー音

電源コードの穴

側面図

コード装着ポート

ノズル ノズル

モップホルダー

(通常は分解せず、直接拭き取る)
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付属品

窓拭きロボット本体×1 モップホルダー×2

（装着済み）

リモコン×1

モップ x12 安全ケーブル x1 電源アダプター x1 AC ケーブル x1

取扱説明書 x1水スプレーびんx1 ノズル清掃針 x1
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インストール手順

安全ケーブルのつまみがフレームにしっかりと固定されていることを確認します。
安全ケーブルの留め具側は、十分な強度があり、引きずられることのないものに固定し、デバ

イスが機能するために適切な長さにすることをお勧めします。

各モップホルダーにモップを被せる。

ガラスの表面に砂やほこりがある場合は、ロボットが作業中にガラスを傷つけないように先に手

作業で掃除することをお勧めします。手作業での掃除ができない場合は、水スプレー機能をOFF

にして、乾いたモップで砂やほこりを先に拭き取ることをお勧めします。
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水タンクを水で満タンにして、蓋を閉めます。

本製品は水に浸すことができません。水を入れた後、表面に残った水分を拭き取ってくだ

さい。噴射口やポンプが塞がれるのを防ぐため、本製品に濃縮された洗浄液を絶対に使用

しないでください。

洗浄液不足のアラームブザー：

水スプレー機能がオンの時、ロボットが水タンク内の洗浄液不足を検知した場合、ブザーが5

回短音でアラーム（5秒間隔で短音で5回「ビッ」という音）を鳴らします。
水スプレー機能がOFFの時、ロボットが水タンクの洗浄液不足を検知しない場合、アラームブ

ザーは鳴りません。

使用前に、モップホルダーが正しい位置に取り付けられていることを確認してく

ださい。

ホルダーを取り付けた後、側面から360度観察し、各スナップが空気漏れを起こさないようし

っかりと固定されていることを確認してください。
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窓拭きロボットの電源コードをアダプターの先端に奥までしっかりと差し込みます。 

ACケーブルの両端をそれぞれアダプタとソケットに接続します。

電源ボタンを長押し(3秒以上)すると、窓拭きロボットの電源がONになります。フ

ァンが回り出した後、ロボットを窓ガラスに設置してください(設置場所は窓枠から

離してください)。

ロボットがガラスに吸着しない場合、ホルダーが引っかかり空気漏れを起していないか確認し

てください。

電源/スタートボタン
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使用方法と注意事項

安全ケーブル

安全ケーブルに異常がないか、安定した場所に設置されているか確認してください。

作業環境のチェック
ガラスの表面が乾燥していることを確認し、雨天時やガラス面が曇っている時は使用しな

いでください。

割れたガラスやヒビの入ったガラスには使用しないでください。

屋外での高所作業が必要な場合は、偶発的な事故を防ぐために、地上での安全標識を設置

する必要があります。

ロボットがガラスから滑って落下するのを防ぐため、ガラスの表面にシールや油汚れが付

着している場合は使用しないでください。

水拭き＆乾拭き

ガラス表面に砂やほこりがある場合は、ロボットが作業中にガラスを傷つけないように手作

業で掃除することをお勧めします。手作業で掃除できない場合は、水スプレー機能をOFFに

して、乾いたモップで砂やほこりを先に拭き取ることをお勧めします。

汚れだけであれば、水スプレーで直接拭き取ることができます（初期設定は水スプレーがON

になっています）。

ロボットが上昇する時にスリップしたり、ねじれたりした場合は、乾いたモップを取り付け

て水スプレーをONにしてください。

小さな部分に頑固な汚れがある場合は、「スポットクリーニング」を使用し、水スプレーを

ONにしてください。

ロボットが大きく揺れたりカチカチという音がする場合は、乾いたモップを取り付けてください。

スタート

電源コードとプラグが完全に接続されていることを確認する。

電源ボタンを長押し(3秒以上)すると、窓拭きロボットの電源がONになります。ファン

が回り出した後に、ロボットを窓ガラスに設置してください(設置場所は窓枠から離し

てください)。

ロボットが窓ガラスに吸着したことを確認したら、ロボットを離してください。

電源ボタンを短く押してロボットを起動させてください。

ガラスからロボットを取り外してください。

動作中のロボットは片方の手で安全ケーブルを握って、電源ボタンを短く押すと停止し

ます。その後もう片方の手でロボットをガラスから取り外してください。

ロボットに手が届かず、リモコンも手元にない場合は、ガラスの近くで安全ケーブルを

引き、手で届くところまでゆっくりとロボットを引き戻し、電源を切った後にガラスか

らロボットを取り外してください。

窓拭きロボットを取り外した後、電源ボタンを長押し(3秒以上)して電源を切ってくだい。

停電時の保護機能

本窓拭きロボットには蓄電池が内蔵されており、電源ケーブルが誤って抜けた場合にも

20分の間作動し続けます。ロボットはその間に音と光によるアラームを発します。その

場合はロボットを早めに取り外してください。

デバイスの起動前にランプが赤く点灯している場合は、内蔵電池の残量が少なく、ロボ

ットが起動できないことを表しています。その場合には、ロボットを電源に接続して、

赤い点灯が消えるまで充電してください。
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Bluetooth 接続
（オプションのアプリ制御）

1. Bluetooth リセット

(1) ロボットの電源を切って、DC 電源を抜き、

再度 DC 電源に差し込みます。

(2) 電源/スタートボタンを8秒以上長押しする。

(3) リセットが成功すると、ファンの回転が停

止し、ブザーが2秒間鳴ります。

8秒以上長押し

2.電話ネットワークと

BluetoothをONにする

3.Tuyaスマートアプリをダウ

ンロードして、登録手続きを

済ませた後にログインする。

4.デバイスを追加する。

5.「+」をクリックする。 6.「Done」をクリックする。 7. ユーザーインタフェース
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清掃ルート

窓拭きロボットを窓枠から離れた窓ガラスの中央に設置し、電源ボタンを長押ししてロボッ

トの電源をONにした後、電源ボタンを短く押してロボットを起動させてください。ロボット

はまず自動で上昇し、その後右に進み、最後にガラスの右上隅に着きます。

ガラスの右上隅に着いた後、窓拭きロボットは上から下へとS字形にガラスの清掃を開始しま

す。ロボットの水スプレー機能がONの場合、ロボットが右に前進する時、右のノズルは水を

噴射しますが左のノズルは噴射しません。同様に、ロボットが左に前進する時、左のノズル

は水を噴射しますが右のノズルは噴射しません。

清掃が終わったら、ロボットはガラスの形に沿ってその左下隅または右下隅で止まります。

注意：ロボットが動き出すと、ガラスの右上隅まで上昇します。初めて使用する時、

右上から左上への移動の際は、水スプレー機能をON（ソフトウェアの初期設定）に

しても、左右のノズルからは水を噴射しません。
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スポットクリーニングルート

部分拭き取り:

ユーザーが指定したエリア範囲では、スポットクリーニングで上下に清掃を行います。汚れ

た場所を掃除するときは、水スプレー機能を開いてください。上向きのノズルから水を噴射

しながら清掃を行うことで、より満足のいく結果が得られます。

LED表示ランプと音の意味

LEDランプ 状況

状態表示ランプ

緑点灯 正常に動作中

緑点灯

長い警告音が3回鳴る
窓拭き完了

充電表示ランプ 赤点灯
内蔵バッテリーの電力が不足しているため、
ロボットの電源を入れて15分以上充電して
ください。

状態表示ランプ

赤い点滅

ロボットの接続が切れている：電源に接続する
か、ロボットをガラスから取り外してください。
また、ロボットの空気が漏れて吸引力不足にな
っていないか確認してください。
ガラスとの摩擦が大きすぎたり小さすぎる場合
は、必要に応じてモップを交換してください。

赤点灯と緑点灯
が交互に光る

ロボットのエラーは、カスタマーサービススタ
ッフにお問い合わせください。
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リモコン操作

スタート(x1)/

一時停止/続ける

水スプレー弱

水スプレーのON/OFF

上/下/左/右へガラ

スの端で停止する

水スプレー強

スポットクリーニング

2回掃除する

お子様による誤操作を防ぐため、リモコンのコマンドから一時停

止ボタンを押してください。コントローラーのコマンドボタンが

無効になります。
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 W3

 24V

 90W

 70db

 278*140*80mm

 300mA

 650mAh

 2200-3000pa

 300*300mm

仕様

型番:

電圧:

ワット:

デシベル:

サイズ:

電流:

容量:

UPSバッテリー使用時間:
約20分（内蔵電池の残量により時
間が変わります）

吸引力:

最小使用面積:

水タンクのメンテナンス

水タンクから水や洗浄液がこぼれないように注意してください。誤って液体がこぼれた

場合は、すぐに拭き取って乾燥させ、ロボットに水が原因の故障が生じないようにして

ください。

ロボットを使用しない時は、水タンクに液体が残っていないことを確認してください。

洗浄液を使用する場合は、洗浄液を捨ててから少量の真水で水タンクを洗浄し、タンク

内に水が残らないようにすることをお勧めします。

ノズルやポンプが塞がれないように、洗浄液に不純物が含まれていない

ことを確認してください。
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トラブルシューティング

状態表示ランプが赤に点滅し、ロボットから連続した短い音が出た場合は、次のこ

とが起きていないか確認してください。

電源コードのプラグが緩んでいる、または損傷により電源が切れたり、接触不良が起きている。

ガラスまたはモップが濡れすぎているため、摩擦力が小さすぎる。

ガラスに異物が付着しているため、摩擦力が大きすぎる。

モップの回転盤が正しく取り付けられていないため、空気漏れが起きている。

ガラス面に粘着物があり、拭き取り時の摩擦が大きすぎる。

吸気口が塞がれている。

状態表示ランプが赤点灯と青点灯を交互に繰り返し、警告音が鳴る場合は、ロボッ

トのハードウェアに故障が生じています。カスタマーサービスセンターまで直接お

問合せください。

特殊なガラスを掃除する際は、ガラス下部の掃除に時間が通常よりかかる場合があ

ります。その場合はリモコンを使用してください。

窓拭きロボットが自由に移動しない場合は、モップを交換するか、クリーニングロ

ーラーのネジが緩んでいないか確認してください。

ロボットの作業中にモップホルダーが強く揺れる場合は、モップが濡れすぎていな

いか確認し、その場合には乾いたモップに交換してください。

ロボットが作業を開始すると、水スプレー噴射が少し遅れて行われますが、これは

正常な現象です。

洗浄液が不足すると、「ビィビィビィビィビィ」と5 秒間隔で 5 回アラームが鳴

ります。

掃除後のガラスに丸い跡が残っている場合は新しいモップに交換してください。

窓拭きロボットは掃除完了後も移動を続け、自動では停止しません。窓から取り外

す場合には、一時停止ボタンを押してから取り外してください。

使用中に、エラーが発生した場合には、ロボットを再起動させてください。

ロボット動作中に下方向に滑るようであれば、以下のことが起こっていないか確認

してください。

モップが濡れすぎたり、汚れすぎたりしている。

しばらく経ってもロボットが作業を再開しない場合、乾いた清潔なモップに取り替えてください。

モップが乾燥していると、スリップの原因になります。その場合には、水スプレー機能をON

にして拭き取りモップを湿らすことにより、ロボットが作業を再開することができます。

空気漏れの原因については、以下のことを検査してください。

モップホルダーが正しく設置されているか。

モップが平らに取り付けられているかどうか。

ガラスやその他の表面が曲がっている、あるいはシールなどのような凸凹のある表面で覆われ

ている。

ロボットが窓枠に近づき、モップホルダーが歪んだ場合、広範囲の空気漏れが発生します。
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安全上のご注意

使用条件:

ロボットを使用する時は、安全ケーブルが破損していないことを確認し、頑丈な物体にし

っかりと固定してください。屋外の高所で作業する必要がある場合は、落下による事故を

防ぐために、地面に安全標識を設置してください。
水をかけないでください。雨やガラスに湿気がある場合や霧が発生している場合には使用

しないでください。

ひびの入ったガラスや割れたガラスには使用しないでください。使用前に窓の面積が 30

×30cm (高さ) より大きいことを確認してください。非常に狭いフレーム、面取りされた

フレーム、面取りされたガラス、フレームのないガラス、またはガラス接着剤が不均一か

どうか確認してください。隆起、継ぎ目の漏れ、隙間、その他の通常でない状況では、必

要に応じてリモコンを使用してロボットを制御してください。

※上記の状況でのご使用はお勧めできません。また、通常と異なる環境での使用は落下の

原因となる場合があります。

ロボットの移動中の事故を避けるため、ロボットの表面を掃除する時は、必ずロボットの

電源を切ってください。

ロボットと付属品を子供の手の届かないところに置き、子供が誤って製品を操作しないよ

うにしてください。ロボットの動作中は、本製品に指や体の一部が触れないようにしてく

ださい。

取扱説明書に従ってこの製品を使用してください。故障を解決できない場合は、カスタマ

ーサービスにお問い合わせください。事故を避けるため、自分で修理しないでください。

0°C ～ 40°C (32°F～108°F) の家庭環境温度の場合でのみ使用してください。温度が低

い場合は、ガラス用不凍液を使用することをお勧めします。

保管は、日の当たらない乾燥した場所を選んでください。ロボットを油、ガス、可燃物と

一緒に保管しないでください。

バッテリー＆充電:

サードパーティ製のアダプターを使用したり、ロボット、バッテリー、アダプターを分解し

たり、改造したりしないでください。

充電器が損傷または破損している場合は、充電器を使用せず、カスタマーサービスにご連絡

ください。

アダプターは熱源から離れた場所に保管してください。

製品を輸送する場合は、ロボットの電源を切った状態で元のパッケージで梱包することをお

勧めします。

本製品を長時間使用しない時は、完全に充電して電源を切り、涼しく乾燥した場所に保管し

てください。長期間の保存によって電池が消耗しないように、三ヶ月に一回充電する必要が

あります。

17日本語
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保証について
W3 二方向スプレー窓拭きロボット

部品 保証内容 保証期間

ロボット ロボット 1年

付属品
モーター/ファン/充電アダプタ

ー/内蔵リチウム電池/リモコン
1年

消耗品
モップ/リモコン/電池/ 

スプレー缶・ボトル

消耗品は保証対象外となります！

製品の安全性を確保するために、製品は元のパッケージに梱包し輸送する必要があります。

受け取った後、少なくとも30日間はパッケージを保管することをお勧めします!

保証外請求

未承認の修理、誤用、衝突、過失、乱用、液体混入、事故、改造など。

非標準付属品の不正使用、ラベルまたは偽造防止ラベルの破れ、改ざん。

保証期間を過ぎた場合。

性能上の不具合がある場合。

本製品の故障や付属品の損傷が人為的原因によるもの。

不可抗力によって引き起こされる損傷。

有効な購入日の記録がない場合

故障一覧

部品 故障の内容

ロボット
電源を入れた時に起動しない。

リモコンの操作ができない。

アダプター ロボットに電力を供給できない

日本語
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お客様情報

氏名:

電話番号:

住所:

製品名/型番:

ご購入日:

有効な購入日情報を持つ購入日確認書（例: 購入時の領収書、購入時の請求書、注文書

のスクリーンショットなど）

メンテナンス記録

メンテナンス日
故障の説明
と交換部品

修理センター
メンテナンス
エンジニア

本取扱説明書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不明な点や誤りなど、

お気づきの点がございましたらご連絡ください。

日本語



E-mail:cs@tosima.cn

製造元: Shenzhen Transtar Electronics Co.,Ltd

住所: 501, #1Building, Yingfeng Industrial Park, 

Tantou Community, Songgang Street, Baoan 

District, Shenzhen City, China 518100
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